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   感染性胃腸炎の予防対策の徹底について（依頼） 

 日頃より、感染症予防及び食中毒予防に御尽力いただき、厚くお礼申し上げます。 

 このことについて、平成24年11月16日付け釧保子第3459号などにより、流行シーズンはもとより、一年を通

しての対策の徹底について、ご協力をお願いしてきたところです。 

 特に今シーズンはノロウイルス等による感染性胃腸炎の流行の立ち上がりが早く、道内では、10月以降に81

件※の集団感染事例が確認されています。（※札幌市を除く。） 

 また、当管内でも10月以降に５件の集団感染事例が発生し、今年の発生件数は現時点で11件となり、過去３

年間の平均年間発生件数４件と比較しても、約３倍のペースとなっております。 

 つきましては、今シーズンの流行状況を踏まえ、次のとおり発生予防・感染拡大防止対策を徹底していただ

くようあらためてお願いいたします。 

記 

１ 一年を通して、適切な手洗い、調理従事者の健康管理の実施など、感染性胃腸炎及び食中毒の発生予防を

徹底すること。 

２ 一年を通して、吐物の処理には次亜塩素酸ナトリウムを用い、感染拡大防止を図ること。 

３ 集団感染の発生が疑われる場合には、速やかに保健所に連絡し、感染拡大防止策を講ずるとともに、保健

所が実施する疫学調査・便検査等に協力すること。 

４ 感染性胃腸炎及び食中毒の発生予防・感染拡大防止に関する研修会等を受講するなどし、衛生知識の習得

に努めること。 

 

 添付資料 

 (1) 北海道における感染性胃腸炎の発生状況等（12月21日現在速報値） 

 (2) 北海道におけるノロウイルス食中毒の発生状況（12月21日現在速報値） 

 (3) リーフレット｢ノロウイルスによる感染性胃腸炎・食中毒を予防しましょう!！｣ 

    ※リーフレットは北海道のホームページからもダウンロードできます。 

     http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kth/kak/norovirus.htm 

(4) 施設・事業所の対応（集団発生時の提出資料等：釧路保健所管内用） 

     

保健行政室 

企画総務課主査(企画調整) 

企画総務課主査(医療薬務) 

子ども・健康推進課保健予防係 

子ども・健康推進課こども未来係 

生活衛生課食品保健係 

所在地：釧路市花園町8番6号 

電 話：0154-22-1233 

ＦＡＸ：0154-22-1273 

社会福祉課主査（地域福祉） 

社会福祉課保健指導係 

所在地：釧路市浦見2丁目2番54号 

電 話：0154-43-9254 

ＦＡＸ：0154-44-2235 

 







ノロウイルスによる
感染性胃腸炎・食中毒を

予防しましょう！！
１ ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒をご存知ですか？

ノロウイルスは、ウイルスの中でも小さく、球形をしたウイルスで、世界中に

広く分布しており、感染した場合、急性胃腸炎を引き起こします。

このウイルスは、人から人に感染することで感染性胃腸炎の原因になるほか、

ウイルスに汚染された食品を食べて感染することから食中毒の原因にもなりま

す。

発生は一年を通して見られますが、12月くらいから発生

件数が増加し、１月～３月がピークとなる傾向にあり、冬

から春にかけて注意が必要です。

写真：道立衛生研究所提供

２ どのような症状なの？

① 潜伏期間（感染から発症までの時間）は通常24～48時間です。

② 主な症状は吐き気、嘔吐、下痢、腹痛で、発熱は軽度です。これらの症状が１～２

日続いた後、回復し、後遺症もありません。

③ 感染していても発症しない場合や軽い風邪のような症状の場合もあります。

④ この病気にかかっているかどうかは、臨床症状だけでは特定できないため、患者の

糞便や吐物について、ウイルスの遺伝子検査等により診断します。

３ どうやって感染するの？
ノロウイルスの感染力は強く、感染経路は、ほとんどが経口感染

（ウイルスが口から入って感染すること）で、次のように感染する

と考えられています。

① 家庭や共同生活施設などで、人と人が接触する際や、患者の糞

便や吐物を処理する際に人の手などを介して二次感染した場合

② 調理に従事した人が感染しており、その人の手指を介して汚染

された食品を食べた場合

③ 汚染された貝類を生あるいは十分に加熱しないで食べた場合

※ このウイルスは下痢や嘔吐などの症状がなくなっても、通常１

週間程度、長いときには１ヶ月程度、糞便の中にウイルスの排泄

。が続くことがあるので、症状が改善した後も注意が必要です
【ノロウイルスの感染経路】

４ どんな場所で発生が多いの？
平成13年１月～平成24年９月までに発生した1,206例の集

団感染事例の発生施設は右図のとおりです。

介護保険施設等（老人福祉施設を含む ）での発生が一番。

多く、次いで保育所･幼稚園、医療機関、学校、社会福祉施

設となっており、寝食や生活をともにする人々の間での感

染が目立っています。

同じ時期（平成13年１月～平成24年９月まで）に発生し

た151例の食中毒事例では、原因施設が飲食店77％、給食提

供施設12％、その他12％となっています。

このリーフレットを参考にして、
ノロウイルスの感染を予防しましょう！！
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５ 予防方法は？
ウイルスはとても小さいため、目には見えません。「ウイルスに汚染された物、場所に触れている」こ

とや、「症状が改善した後、症状があらわれていない場合もウイルスを排泄している」ことを想定して感

染防止対策を行いましょう。

(1) 手洗い

① 爪を短く切って、指輪や時計をはずします。

② 石けんを十分に泡立て、ブラシなどを使用して手指や手首を洗浄します。

③ 流水で十分すすぎます。

④ 使い捨てタオルで手を拭きます。

（布タオルの他の人との共用は避けましょう ）。

※ 石けん自体はノロウイルスの感染力を失わせることはできませんが、手の

、 。脂肪等の汚れを落とすことにより ウイルスを手指からはがれやすくします

※ ②～③の手順を２回以上行うと、より効果的です。

(2) 消毒、加熱処理

消毒用エタノールや逆性石けんではノロウイルスの感染力を失わせることはできませんが、次亜塩素酸

ナトリウム（市販の家庭用塩素系漂白剤を希釈したもの。下記①、②参照）や加熱（85℃、１分以上）は

効果があります （調理器具、食品など）。

①器具消毒・汚物処理用：市販の家庭用塩素系漂白剤(濃度約5%)キャップ1/2杯(約10mℓ）を100倍（１ℓの水)に薄めたもの(0.05%)

＊十分に洗浄した調理器具等については0.02%以上の次亜塩素酸ナトリウムの使用が可能です。
②汚物処理物品の消毒用：市販の家庭用塩素系漂白剤(濃度約5%)キャップ1/2杯(約10mℓ)を50倍（500mℓの水）に薄めたもの(0.1%)

(3) 糞便や吐物の処理、汚染されたおそれがある場所の消毒

感染を広げないためには、糞便や吐物、その拭き取りに使用した物を適切に処理しましょう！！

① 使い捨てのマスクと手袋を着用し、汚物中のウイルスが飛び散らないよう

に、糞便や吐物はペーパータオルで静かに拭き取ります。

② 糞便や吐物が付着した床や、多数の人が触れる手すりやドアノブなどは、

次亜塩素酸ナトリウム（上記(2)①参照）で浸すように拭き取ります。

じゅうたん等には85℃１分以上、スチームアイロンをかけます。

なお、次亜塩素酸ナトリウムは金属を腐食させるため、金属部分に使用し

た場合は10分程度たったら水拭きしてください。

③ 拭き取りに使用したペーパータオル等は、次亜塩素酸ナトリウムを希釈し

たもの（上記(2)②参照）に５～10分浸した後、ビニール袋等に入れ、密封

後廃棄してください。

ノロウイルスは乾燥すると容易に空中にただよい、これが口に入って感染することがあるので、消

毒後は換気を十分に行い、糞便や吐物、拭き取りに使用したペーパータオル等は放置、乾燥させない

ことが重要です。

④ リネン類は付着した汚物中のウイルスが飛び散らないように処理し、洗剤を入れた水の中でもみ洗い

後、熱水洗濯（85℃１分以上）か次亜塩素酸ナトリウムの消毒が有効です。十分すすいだ後、高温の乾

燥機などを使用すると殺菌効果が高まります。また、下洗い場所は洗剤を使って洗浄後、次亜塩素酸ナ

トリウムによる消毒を行います。

※ 消毒の方法について不明な点がありましたら、最寄りの保健所にご相談ください。

６ 感染したかもしれないと思ったら？
かかりつけの医師や最寄りの保健所にご相談ください。

○お問い合わせ先

正しい手洗いはあらゆる
感染症・食中毒予防の基本です！！

＜平成24年10月作成＞




